
 
 

2015～16年度 国際ロータリーテーマ 
「 世界へのプレゼントになろう（ Be a gift to the world ）」  

RI会長 K.R.“ラビ”ラビンドラン 

2015～16年度 関ロータリークラブテーマ 
「 ONE FOR ALL ，ALL FOR ONE 」     第50代会長 藤井 淳 

 

 

 

前例会の記録 第 2389 回 10 月 13 日（火）12：30 
「職場例会」社会福祉法人桜友会  
特別養護老人ホームほほえみ福寿の家                   
◆開会点鐘 
◆会長挨拶  藤井淳 

本日は髙井先生のご好意によって、
特別養護老人ホーム「ほほえみ福寿の
家」を見学させていただきます。では
特別養護老人ホームとはどういう施設
でしょうか？介護保険で被保険者であ
る利用者にサービスを提供できる施設
を介護保険施設といい、次の 3種類の

介護保険施設があります。介護が中心となる、①介
護老人保健施設（老健）と②介護老人福祉施設（特
養）。それから医療が中心となる③介護療養型医療
施設（療養型病床等）に分けられます。簡単に言い
ますと老健は、状態が安定している人が在宅復帰で
きるように、リハビリテーションや介護を受けられ
ます。一方こちらのほほえみ福寿の家のような特養
は常時介護が必要で居宅が困難な人が入所して、日
常生活上の支援や介護を受けられます。3番目の療
養型病床等は、長期の療養を必要とする人のための
施設で、医療・看護を中心として、介護・リハビリ
テーションなども受けられます。これらの介護保健
施設の入所サービスを利用するには、介護保険の被
保険者で、市町村が行なう要介護認定を受け、要支
援ではなく要介護（1～5）であると認定されること
が必要です。平成 27年 4 月から特養の新規入所は
原則として要介護 3以上が対象となりました。ただ
し要介護 1、2でも認知症などでやむを得ない事情
がある場合は、新規入所が認められる場合もありま
す。また、入所サービス以外に短期入所療養介護、
通所リハビリテーション（デイケア）等の居宅サー
ビスを提供している場合もあります。なお、平成
18 年 4 月から導入された新予防給付サービスを行

っている老健施設については、要支援の認定を受け
た方に対する介護予防短期入所療養介護や介護予
防通所リハビリテーション等を実施しています。と
ころで介護保険制度は、市区町村が保険者となって
運営しています。４０歳以上の皆さんは、加入者（被
保険者）となって保険料を納め、介護が必要となっ
たときには、費用の一部を支払ってサービスを利用
する仕組みです。今日は、今後自分の家族や、ひょ
っとすると自分自身も将来お世話になるかも知れ
ない特養の見学をさせて頂きますので、高井先生は
じめスタッフの皆様には宜しくお願い申し上げま
して、会長挨拶に代えさせて頂きます。 
◆委員会報告 
◎ニコボックス委員会 委員 山谷庸二 
会長・副会長・幹事の皆さん・・・髙井先生、本日は

職場例会会場のご提供感謝申し上げます。誰しもが
おとずれる老後について、しっかり学ばせていただ
きます。 

髙井昭裕さん・・・本日は特別養護老人ホームほほ
えみ福寿の家にご見学にお越しいただきありがと
うございます。 
伊佐地、長尾、杉浦、山村、山谷、林（昇）、加藤（照）

岩倉の皆さん・・・本日は大変お忙しい中、社会福祉
法人 桜友会様、職場例会をお引き受けいただきあ
りがとうございます。高齢化社会を迎えている現在、
老人福祉についてもっと理解し勉強すべきことだ
と感じております。本日はよろしくお願い致します。 
 

次例会のご案内  10月 27日（火）12：30 

「出席表彰・健康診断」 担当：出席委員会   
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例 会：毎週火曜日 12：30（第 3週は水曜日に 18：30）  
例会場：岐阜県関市本町 6-20 大垣共立銀行関支店2Ｆ   
事務局：岐阜県関市平和通 7-10-25 アメリア 

第 2390 号      平成 27 年 10 月 21 日（水） 

 

 

 

 

 


